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平成２８年度第１回白井市環境審議会議事録 

1.開催日時  平成２８年１２月２７日（火）午後 1時 30分～午後 3時 15分 

2.開催場所 市役所 ６階委員会室 

3.出席者 委員：辻川委員、村上委員、倉阪委員、川上委員、野水委員 

藤田委員、新堀委員、山内委員、西野委員、市川委員、小林委員、秋本委員 

北澤委員、堀澤委員 

市 ：伊澤市長（挨拶）、環境建設部長、環境課長、環境課環境保全・放射線対策班

主査補、同主事、きれいなまちづくり班主任主事 

4.傍聴者 なし 

5.議題 (1) 会長及び副会長の選出 

(2) 白井市廃棄物減量等推進審議会委員の選出 

6.報告 (1) 白井市第２次環境基本計画の進捗状況について 

(2) 白井市地球温暖化対策実行計画の進捗状況について 

7.議事 以下の通り 

１． 開会 

２． 委嘱状交付 

３． 市長あいさつ 

皆さん、こんにちは。市長の伊澤史夫でございます。 

 本日は年末の迫ったお忙しい中、会議にお集まりいただきまして、誠にありがとうございま

す。 

 まずはもって、この審議会の開催がここまで押し迫ったことを心からおわびを申し上げます。 

委員の皆様方には、快くこの審議会の委員を引き受けていただけましたことを心から感謝を

申し上げます。 

  当市では、白井市の環境を守るために、第２次環境基本計画の見直しを行い、現在これに基

づいて減量化・資源化推進事業、省資源、省エネルギー推進事業を定めて展開しているところ

でございます。 

  白井市は、首都からちょうど３０キロ、成田空港から３０キロという、ちょうど中間地点に

ございまして、面積が約３５．５平方キロ。全国の市の中ではそんなに広い面積ではございま

せんが、この３５．５平方キロの中に、基幹産業である農業、そして昭和42年から開始された

工業団地、さらには昭和５４年から入居されました千葉ニュータウンを主体とした都市部、農

村と工業地帯、そして都市部が、大変調和のとれた地域であろうと思っております。そして、

この首都圏３０キロにもかかわらず、この里山、豊かな自然がまだ残っている地域でもあり、

大変過ごしやすい、住みやすい地域でございます。 

  この地域の中で、市民の方々が住んでよかった、住み続けたい、そういうまちづくりを行っ

ていく上では、この環境を守ることは大変大きな白井市にとっては戦略でもあるかと思います。 

その環境保全には、市だけではお応えできるものではございません。皆様方の知識、ご指導

をいただきながら、まちづくりを進めていきたいと思っているところでございます。せっかく



2 

 

の機会ですから、現在の白井市の現状について説明させていただきます。 

 この市役所庁舎、今ここ６階でございます。この上に７階レストランと、もう１階、８階が

ございまして８階建ての建物ですが、東日本大震災、もう既に５年９カ月が過ぎておりますけ

れども、あのとき、ここに災害対策本部が設置できませんでした。それは耐震不足ということ

で、急きょ隣の保健福祉センターに設置した経緯がございます。 

  しかしながら、緊急的な連絡、防災無線とか、県、国からのホットライン全てこの庁舎に集

まってきますので、またここに戻って来ざるを得なかったという大変苦い経験がございまして、

早急な耐震化について検討をしたところ、いろんな方々の意見を伺って、減築と新築という、

恐らく役所では、日本では初めての方法ではないかと思われる工法が取り入れられました。 

  具体的には、この庁舎４階から上を減築いたします。減築することによって、柱が８階建て

の柱ですから、そのまま強度が耐震化されてしまう。そして減築した分を、隣、今工事中です

けれども、隣のところには新庁舎を建てるということで大変珍しい工法です。 

 これをとることによって建設費が安くなる。そしてこの庁舎、取り壊す部分が４階以上です

から、取り壊す部分も少なくなるということで、廃棄物も少なくなるということで、環境にも

優しい庁舎に移り変わろうとしております。さらに現在、保健福祉センターまでは雨風に当た

って移動していたところ、間に新しい庁舎を入れることによって、中廊下でつながってくる。 

 さらにこの庁舎の１階には、白井市が今まで設置要望してきました警察署も、印西警察の分

庁舎という形ではございますが、警察署がこの役所の中に入っていただけるということで、大

変市民の安心・安全が増す建物に移り変わろうとしております。 

  新しい庁舎が、来年といってももう来週来年ですから、来年の４月いっぱいにできます。そ

して、この庁舎の改修が再来年の３月いっぱいということで、あと１年と４カ月近くたてば、

新しい災害拠点、そして防災拠点ができるわけでございます。 

  そのようなことで、今環境の面、そして安心・安全の面、そしてこの庁舎の両隣には、二つ

の病院と二つの介護施設、一つの高齢者住宅という医療介護施設も整っているところでござい

ます。このようにして、環境を含めて安心・安全、そして最後までこの白井市で住みなれた地

域に暮らす。そういう体制をつくっているところでございます。 

  これからも皆様とともども、市民のためのまちづくりをしていきたいと思いますので、どう

か今後とも環境に限らず、いろんな面でご指導いただけたらと思います。皆様方のますますの

ご健勝を祈念、そしてすばらしい新年を迎えることを祈念いたしまして、私からの挨拶とお礼

とさせていただきます。誠にありがとうございます。 

 

４．（１）役員の選出 

 委員自己紹介 

 会長選出  互選により辻川毅委員を会長に選出 

 副会長選出 互選により野水俊夫委員を副会長に選出 

会長あいさつ 

改めまして、会長になりました辻川です。よろしくお願いいたします。 

 私、今現在、地球温暖化ということに対しまして、非常に興味を持っているわけでございま

すけれども、２０１５年にパリ協定で温暖化ということが大きく討議されて、ほぼ全世界が一
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致して温暖化対策に取り組もうと。 

 我々が白井市においても、やはり温暖化対策をいかにやっていくか。温暖化対策といいます

のは、ただ単に温度という問題だけじゃなしに、農業であり、あるいは廃棄物であり、全部に

かかわる問題でございます。そういう意味で、先ほど市長からもご挨拶されましたように、白

井市における環境全体をよくするということで、特に異常気象も含めまして温暖化対策という

ことに、これからやはり我々はエネルギー面からも取り組んでいきたいなというふうに思いま

す。 

 また、国の方針といたしまして、温暖化対策をいろいろな方法でやっておられます。白井市

のほうにおいても地球温暖化対策ということで、白井市の事務のほうに対する温暖化対策の目

標を掲げまして、いろいろ動いておりますけれども、これからはやはり市民がもう少し温暖化

ということに対しまして、積極的に動けるような方向へ支援していきたいなというふうに思い

ますので、よろしくお願いいたします。 

 

会長    それでは次第に沿いまして、白井市廃棄物減量等推進審議会委員の選出。 

これにつきましては、毎年環境審議会より委員を派遣しておりますので、内容等につ

きまして事務局より、説明をお願いします。 

 

事務局   審議会の目的は一般廃棄物の減量及び適正な処理に関し必要な事項を審議するこ

と、直近の状況は２７年度未開催、２６年度にごみを減量化・資源化していくための

基本方針を見直し、それを今後２８年度、２９年度にかけて普及啓発徹底をしていく

というのが、主な話し合いの内容となっています。 

  環境審議会委員の中からお一人委員として選任をお願いします。 

前例ですと、会長の一任で、決めていただいているというようなことですので、会

長のほうからお願いできればと思います 

 

会長    事務局から、環境審議会から派遣ということで、会長一任でとのお話ですがそれで

よろしいでしょうか。 

では、例年通り私のほうから派遣する委員を決めさせていただきます。説明にあり

ました通り女性の委員さんが多いですが、ゴミということと家庭ということを考えま

すと、女性のパワーが有力と思いますので、○○委員を推薦させていただきたいと思

いますがいかがでしょうか。 

（異議なし） 

会長   よろしければ拍手でお願いします。 

     （拍手） 

それでは、○○委員に環境審議会から廃棄物減量等推進審議会に派遣させていただく

ようにお願いいたします。○○委員よろしくお願いいたします。 

 

○○委員  毎日のごみ出しを仕事として行っていますが、市のゴミも少しでも減るように努力

してまいります。 
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会長    次、報告事項です、報告事項は２つございます。まず、白井市第２次環境基本計画

の進捗状況について、事務局より説明願います。 

事務局   第２次環境基本計画の平成27年度末における環境指標達成状況について、報告いた

します。 

      今回報告します環境指標達成状況は、見直し前の環境基本計画に基づく指標ですの

で、環境目標及び指標は、参考資料の２枚目にあります環境指標一覧のとおりとなっ

ております。 

      また、資料１の達成状況のほうですけれども、横長のもので、右端から二つ目、目

標の視点という欄がございますが、この目標の視点は、環境基本計画を立てる際に現

況から最終目標をどのようにしていくのかということを見た、どういう方向で持って

いくのかということを表したものでございます。 

      一番上、１、農地や里山を守ろうのところは、現状維持と目標の視点がなっており

ますが、これは目標を作成したときに、将来的には現状を維持させていこうという考

え方を持っていたということを表しております。 

 

会長    最終年度は３２年というふうに考えておりますか。 

 

事務局   ここで見直しが行われておりますので、今回報告する２７年度末の実績というのが、

中間目標の部分になりまして、２８年度分からにつきましては、見直しをされた環境

基本計画に基づき報告をさせていただくようになります。 

      では、中間の取りまとめにもなりますので、報告をさせていただきたいと思います。 

     白井市第２次環境基本計画は、平成２４年度を初年度として、平成３２年度までの９

年間を計画期間としておりますが、４年目の２７年度に中間目標を設定しておりまし

た。 

      計画では、参考資料１枚目、裏面のとおり「望ましい環境像及び体系図」を掲げ、

「環境項目」として１５項目を設定、達成状況を示す６２の指標を定めております。 

      資料は、この環境目標ごとの環境指標の達成状況に関する一覧となっています。 

     環境指標における目標値は、中間目標を達成できた項目が２８項目に対し、達成でき

なかった目標は３４項目となり、達成できなかった項目が多い状況です。 

      特に、環境目標のうち、「農地や里山を守ろう」の農用地面積や、「緑の環境を守ろ

う」の緑被面積、「すがすがしい空気や静けさを守ろう」の光化学オキシダントの基準

超過日数や光化学スモッグ注意発令件数、また、「河川や地下水などの水を改善しよう」

の河川水の水質等、国の政策の動向や他市町村にまたがる広域的な取り組みを要する

指標については、現状維持も達成できておらず、従来の手法にかわる新たな対策を考

えることが必要であると思われます。 

      それに対し、都市公園面積や公園数、市循環バス乗車人数、放置自転車の撤去数、

ごみの不法投棄回収量等、市の施策や啓発活動により目標を越えて達成された項目に

ついては、現在の取り組みを継続して実施することが重要であると思われます。 

      それでは、順に指標の概要について説明させていただきます。 



5 

 

      １番目の環境目標である「農地や里山を守ろう」では、農用地や樹林地の面積は減

少傾向です。これは、都市化の進行により、農用地や樹林地を活用した宅地開発が進

んだことが主な要因と考えられます。 

      ２番目の環境目標「緑の環境を守ろう」でも、市域全体の緑被面積や緑被率が減少

傾向となっており、目標を達成できておりません。こちらは、林地管理の困難化に伴

い、林地伐採跡地で開発が進んだことが要因と考えられます。しかし、公園数は87カ

所と最終目標を１３カ所上回って設置されており、都市公園面積及び緑地数等も最終

目標を達成しております。 

      ２ページ目になりますが、３番目の「水辺の環境を守ろう」では、湧水の保全箇所

を指標としておりますが、現在、谷田・清戸地区にある谷津の湧水地を保全するため、

地元の方々や土地所有者の方々と協議を進めている状況であり、目標は達成できてお

りません。 

      ４番目の「生き物の環境を守ろう」では、オオタカの営巣数を指標としております

が、営巣数発見のための調査は特に実施しておらず、また、住民等からの特段の情報

もなかったことから不明と記載いたしました。 

      ５番目の「自然と触れ合おう」では、市民講座については最終目標を達成しました

が、講座の充実を図ったことから、イベント等の開催はできませんでした。 

      ３ページ目になりますが、６番目の「すがすがしい空気や静けさを守ろう」の環境

指標である、光化学オキシダントの基準超過日数や光化学スモッグについては、猛暑

の影響が大きいと思われます。 

      なお、市の循環バス利用者につきましては、既に目標値を上回っている状況です。 

      公害苦情件数等につきましては、かろうじて中間目標を達成しましたが、件数とし

ては、月平均９．５件となりますので、件数としては多いものと思っております。 

      ３ページ目下段から４ページ目になりますが、７番目の「河川や地下水などの水を

改善しよう」の項目では、河川等の水質について、目標が達成できておりません。ま

た、公共下水道処理人口及び普及率につきましては、千葉ニュータウン地域の人口減

少等から目標に達しておりません。ただし、下水道供用開始区域外、調整区域の大部

分になりますけれども、開発に伴い合併処理浄化槽による排水処理人口は増加してお

ります。 

      なお、地下水汚染浄化対策実施箇所数につきましては、浄化施設設置地点における

浄化が完了したことにより、平成２８年度以降は環境指標より削除されます。 

      ５ページになりますが、８番目の「美しく安心して住める環境を守ろう」の中では、

駐輪場の利用者数については、少子高齢化の影響が大きいと思われます。 

      ごみの不法投棄回収量は、平成22年度当時よりも６割以上の減少になっております。

これは、監視カメラや啓発看板等の設置による効果が表れているものと考えられます。 

      ９番目の「郷土の歴史や文化を生かそう」では、三つの環境指標とも最終目標を達

成しています。 

      ６ページ目になりますけれども、１０番目の「ごみを削減しよう」の中では、ごみ

の排出量の削減や、家庭ごみの再資源化率については、市民講座の回数を増やすこと
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などにより啓発に努めましたが、ごみの削減や再資源化率の上昇にはつながりません

でした。 

      １１番目の「水循環を確保しよう」では、上水道使用量の削減につきましては、節

水機器の普及並びに節水キャンペーン等の効果があったものと思われます。 

      ６ページ下段から７ページ目になりますが、１２番目の「エネルギーを有効に利用

しよう」の中では、クリーンエネルギー利用施設数について、市の施設を対象として

おり、 現在は５施設となっています。また、現在建設中の市役所新庁舎にも太陽光

発電設備、１０キロワットの設置が予定されております。 

      １３番目の「環境を知り、学び、行動しよう」では、環境課により作成したエコノ

ート、これは、地球温暖化についての問題や、地球温暖化防止への取り組みについて

の教材として作成しました。また、教育センター室において作成しております「わた

したちの白井市」でも、ごみ問題等環境保全に関する事項を取り扱っております。こ

の２種類の教材は、小学５年生を対象に配布させていただいております。 

      ８ページになりますが、１４番目の「環境に配慮したライフスタイルを実践しよう」

では、環境関係団体との連携が不活発であったことなどにより、環境フォーラムの開

催以外の目標は達成できませんでした。 

      ８ページ目中段から９ページになりますが、１５番目の「地球規模で環境を考えよ

う」では、市内事業者における国際規格などの認証取得数を指標としていますが、国

内における認証取得数自体が減少しており、市内事業者における取得数も増加はして

おりません。これは、認証取得に要するコスト以上の営業メリットを企業が感じなく

なっていることが原因ではと考えられております。 

      また、１５番のさらにその下のところですけれども、見直しにより追加された課題

と指標とありますが、これは各環境目標の段の下にも書いてありますものとあわせて、

次期の環境基本計画という見直された環境基本計画においては、このようなものを指

標に採用しているということで付記させていただいております。 

      以上、環境基本計画の進捗状況についての説明を終わらせていただきます。 

 

会長    ありがとうございました。 

      なかなか聞いただけではわかりにくいんですけれども、皆さんには綿密な資料配付

されておりますので、見られた方もおられるかと思いますが、今のご説明も含めまし

て、ご質問なりご意見なり、あるいはご提案なりございましたら、挙手の上お願いし

たいと思います。 

  

委員    よくわからないことが多いので、いろいろ聞かせてもらいたいんですけれども、ま

ず番号１番で、農用地面積が現状は平成２２年９０３で、とにかく農業の面積を減ら

さないようにしようよということで、最終目標もそうとう減っちゃったよと。そうす

ると、我々環境委員会で審議をする委員としては、あるいは市としては、これを維持

しようとするためにする行動は何だったのか、それをしなかったから減ったのか、す

るすべがあるのか。ただ、農業振興地域なので、農用地の競売及び転用、開発事業が
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行われた。行われないほうがよかったのか、じゃあこれを許可したところはどこで、

こういうものはやめられたことなのか。その辺のところがよくわからない。 

      ２番目も樹林地面積、我々審議会でどのようにこれを、こういう結果となっている

ことを評価したらいいのか。その辺について伺いたいなと思います。 

 

会長    はい、どうぞ。 

 

事務局   こちらの目標に対する施策は、それぞれの課が担当してやっていますけれども、こ

の２点に関しましては、農政課が主管で、農業の振興ということで各種施策を取り扱

っていますが、詳細については、済みません、今、手元に資料がなくて申しわけない

んですけれども、各担当部署で振興政策なり改善政策なりを扱っているところですの

で、詳細な資料については、済みません、ただいまこちらに持ち合わせておりません

ので申しわけないんですが。 

 

委員    農政課も同意して、こういう中間目標ができているわけですよね。そこの権限なり

構想なり目標なりをやろうとしているのは農政課で、それで農政課が何をしなかった

ためにこういうことができなかったのかを答えていただかないと、我々はこれを守ろ

うといって保護を頑張っても、最終目標の平成３２年まで、ある程度どう評価してい

いのかがよくわからないと私は思います。 

 

会長    課長。 

 

事務局   それでは、ただいま農業関係のお話でございますけれども、現実問題といたしまし

て、農業者の従事者が高齢化しているというのが一つございます。高齢化して、後継

者がそのままいる農家はよろしいんですけれども、現在、どうしても勤めに出てしま

っていて、なかなか自宅が農業なんだけれども、その農業を継がずにサラリーマン化

してしまっているとか、そういうことが現実問題として起こっております。 

      一番には、やはり農業そのものがかなりきつい作業があるということも要因かと思

います。地元で農業をやるというには、それなりのメリット、魅力がないと、なかな

か進まないというのが一つ大きな要因としてあるんだと思います。その魅力といいま

すのが、やはり所得の面が大きな要因としてあるんだろうというふうに思っています。 

      実際には、皆さんご存じだと思いますが、西白井に近い中木戸というエリアですけ

れども、このあたりの開発が一気に進みました。これは、条例とか国の規制緩和の関

係で、住宅地等としての開発ができるような制度になっていた部分が非常に大きくな

っています。実は、それが市のほうで条例をつくりまして、今後は冨士の一部を除い

てそういった開発を抑制する方向で現在は動いております。ただ、その開発をする制

限がかかる前の駆け込みの開発許可申請というのはかなり多くございまして、こうい

った面で、農用地の面積がかなり減ってしまっているというのが大きな要因としてご

ざいます。 
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      先ほども、農政課のほうでいろいろと考えているというような話もありましたが、

現在これをどうしていったらいいかということで、市のほうでもいろいろ農家の皆さ

んと検討しながらやってはいるんですけれども、具体的にこれだという抜本的な解決

策というのが、現在のところでは、まだ見出せていない状況なんだと思います。特に

○○委員は、農業研究会のほうでかなりそういうところもご検討いただいていると思

うんですけれども。 

 

委員    ちょっと発表させていただくと、農業、とにかく報道がかなり歪曲されてて、日本

では世界と比べると農業政策は全くやれてないような形で、報道では日本の農家は補

助金まみれでどうしようもない産業だと言われて。実際、世界と比較すると、農業出

荷額に対する補助金の割合は、ヨーロッパでは６５％。アメリカさえ55％、そこに輸

出補助金がくるけれども、日本はたった１７％しかない。先進国では最低ラインなん

ですよ。 

      だから、その面からいっても、農業の後継者を育てる気がないっていうのが現状で。

あと急激にここで農地が減少した理由は、米価の減少で田んぼがみんなやめたんです

ね。実際、米価だと１俵１万円以下になってしまったら、もうとても誰もやれないで

すよ、このまま。だからせっかく農家もこれから変わっていって、法人化していかな

くちゃしようがないんだけれども、法人化が一番進んだのが米なんですよ。でも実際、

米価が１万円になって、何の補助金も打たなければ、一番進んだ法人化のところも潰

してしまって、もう農家の間では先がないという形になっていますので。ましてや後

継者なんていったって、先がないところでみんなにやれとは言えませんし。 

      だけれども日本の農家は、穀物で食ってきたわけじゃなくて、大体野菜とか果樹で

食ってきたんですよ。これがほとんど自立したあらゆる補助金ほとんどもらっていな

くて。だからその果樹とか野菜は、オリジナルカロリーベースでゼロです。だから日

本の農業を考える場合は、自給率とかそんなのじゃなくて、かなり外国とは違ったや

り方でやってきて、今、農家も二分化してきて、やってるところは法人化してどんど

ん企業化になってきているんですけれども、大体今のような農業をやってきた人は、

もちろんビジネスじゃなくて、家を守るとかそういう形でやってきたから。でも実際、

これを何の国の施策もなくて、先進国でたった１７％しか補助金ないって状況では、

もう衰退する一方だっていうことが分かっていますので。 

      あとは、相続問題として、緑地を守れないシステムがあるっていうことです。里山

とかが減っているのは、やっぱり農業をやるんだったら納税猶予制度があるんですけ

れども、森林はもう除外されて、相続では森林を真っ先に売るしかない。だから、埼

玉でダイオキシン問題が出たときは、せめて森林も納税猶予の対象にしてくれって、

盛んに言ったらしいのに全部排除されましたから。だから、かなりまちでは  しか

ねない、くくりの大きな農業に対する姿勢っていうのが大きな鍵になってくるんじゃ

ないかと。だからマスコミに関しても 

 

会長    済みません。時間のほうもありますので。 
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     農業政策と環境という難しい部分があります。当初指標を設定したときは、とおりの

農業政策でやっておりましたし、今は農業政策も大分変わってきておりますんで、こ

れで全体的に見直す必要があるじゃないのかなというふうに思うんです。また総合計

画の関連も。 

 

委員    あんまりやっちゃうとこれは大変な問題になるから。 

 

委員    基本政策を議論してほしいということで、二つの側面として、一つは、この数値の

設定とその中間点としての27年とのずれが出てきているのは、どういうことなんです

かということであって、それは環境という観点からは、こうあってほしいというもの

と、今、話のあった風間街道あたりのこれが、そういう観点からしたら、どこがそれ

を認可して住戸に切りかえていったのか、そういうことが予測できていなかったのか、

その辺のところを逆にに伺いたいなということであって、具体的な農家がこれから農

地をどれだけ保全できるかというのは、ここで議論はしようとは思っておりません。

また別の場でいいんじゃないかと思っています。 

 

会長    課長 

 

事務局   ただいまご質問いただきました農地の転用許可ということになりますけれども、こ

ちらは市の農業委員会のほうで転用許可をしております。それを止められるか止めら

れないかというお話だったかと思いますけれども、基本的には、個人の財産権の問題

がございまして、法律にのっとって適正に出されてきたものについては、きちんと承

認をするというのが原則になっておりますので、なかなか難しい面がございます。 

 

委員    目標の設定をするときには、そういう転用が見込まれていなかったけれども、その

後転用があって農地が宅地化していっている、だからこういう数字になってきたよと

いうふうに理解すればいいんですか。 

 

事務局   基本的には、転用が見込みがつくか、つかないかということは、多分見込みはつけ

られないと思います。先ほど申しましたように、個人の財産をどのように活用してい

くかということは、その家の経営方針になりますので、なかなか難しい面があるとい

うことでございます。ただ、目標設定はですね。 

 

委員    方法ばかりにこだわっているつもりではないんですけれども、目標が我々環境審議

会がどういうふうな関わりができるのか、なかなか難しいなということで伺いました。

またおいおい聞かせていただいて。 

 

事務局   はい、おっしゃるとおりだと思います。 
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会長    じゃあ、についてはこれで。 

      そのほかご意見。はい、○○委員。 

 

委員    この実績のところで、例えば光化学スモッグであったり、河川の水質であったり気

象条件でかなり変わるようなものもありますので、ここは何か傾向でどうなのか、こ

この例えば３ページの６の「光化学オキシダントの超過日数、猛暑により目標を達成

できなかった」。このあたりは、傾向としてはどうなのかっていうことも、やはりわか

るように資料をつくっていただいたほうがいいのかなというふうに思いました。 

      それから、あと三つぐらいなんですけれども、１５番、９ページですね。「国際規格

とかの認証取得数」というところで、全体としてＩＳＯとか認証がされて返上も続い

ていると。その認証数が減っているっていうのは分かるんですけれども、こちらとし

て、例えば入札ポイントで優遇するとか、何かそういう施策は、白井の場合はやられ

ているかどうかですね。そこがちょっとお聞きしたいなというふうに思いました。で

きればエコアクション２１のように、簡単にとれるようなもの、そちらのほうを進め

ていくと、コストベネフィットからいうと、まだいけるのかなということも思ってお

りますし、温暖化対策計画でもＩＳＯに並んで、エコアクション２１も掲げられてお

りますので、諦めないでいただきたいなというのが二つ目です。 

      三つ目ですが、ちょっと戻って、一番初めの今の議論にも関わるんですけれども、

面積だけではわからないこととかもあって、耕作放棄地がどうなっているのかとか、

その農地の手入れはどうなっているのか、そういう質的なところも見ていったほうが

いいのかなというふうに思いましたので、見直し後の中で、従事者指数は、それが増

えれば質的に改善するかもしれないなというのがわかりますけれども、直接的に耕作

放棄地の数字はあると思いますので、そのあたりはサブ指標として見ていったほうが

いいのかな。 

      最後に、放射性物質の話は、もう入れなくていいのかなと。課の名前にも入ってい

るように関係すると思うんですね。だから昔のところでは上げてないはずですけれど

も、その後、やはり市民としては一番関心の高いところだと思いますので、そこにつ

いては、こういったところで報告がされるようにしたほうがいいのかなというふうな

ことについてです。 

 

会長    事務局のご意見、白井の環境という冊子にはデータなんかも書いてあって、本日は

持ってきておられないという。あと今、○○委員から指摘があった放射線という項目

については、当時の状況と変わって新しく入ってきたので、次のときには入れたいな

という感じになります。 

      有用なご指摘ございましたので、その辺はちょっと。 

 

事務局   見直し後の環境基本計画では、放射線を正しく知ろうという項目を入れてありまし

て、指標としては、単純に除染が必要となった場所の数だけですけれども、それを指

標としております。ただ、目標として放射線についての正しい知識の普及ということ
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を掲げております。 

 

会長    この表だけでは、少しその辺の計画がわからない。 

委員    関連ですけれども、７番ですが、河川の水質等ということでＢОＤは悪化している

んですけれども、例えば学校とか公園とか、こういうところの放射能数値は、結構定

期的にやっていて多く残っているんですけれども、河川の放射能汚染具合、その辺は

データあるんですか。あります。全体的に水質ＢＯＤでも悪化して。 

 

会長    白井の環境というものに、その経過状況書いてあると思いますので。 

 

委員    そうですか。 

     それともう一つ、学校で教材が５年生とか３年生に配付されているんですけれども、

今度白井市で食べ残しをなくそうということで取り組むということが、新聞でも報道

されていますけれども、こういったこと、あと食品のロス、それをなくそうというこ

とで、今、社協なんかでも取り組んでいますよね。フードバンクか。そういったこと

を子どもたちに意識を持ってもらうためにも、学校の子どもへのそういう講座とか、

ちょっと回数がここ少ないような気がしたんですよね。子どもたちに真剣に取り組む

と、親も結構影響されるんですよね。そんなこともあるので、学校の教材に今度そう

いうものが反映されるのかどうか。フードバンクであるとか、ごみを出さない、食べ

残しを少なくしようと、減らそうというのも取り組みが、はっきり白井市もう決まっ

ているようですから。 

 

会長    環境学習のあり方ですよね。 

 

委員    はい、ぜひ。学校に、もうちょっとアプローチ強めてもらいたいねと感じました。 

 

委員    白井では、こども食堂とか予定はないの。東京あたりでは、結構こども食堂とか頻

繁にやられて、私も少し協力しているんですけれども、白井っていうのはそういう予

定とかは。 

 

会長    課長。 

 

事務局   今、こども食堂というお話ですが、これはまだ取り組みとしてはやられてないです。

それから、食品ロスにつきましては、ただいま○○委員からご指摘がありましたよう

に、これからなるたけそういう形で取り組んでまいりたいと考えております。 

 

委員    生産者から見れば、結構農産物のロスがかなりあるんで、そこを有効利用していた

だければ。 
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事務局   実は、私も多少野菜を作っていますが、それを非常に感じております。食品ロスそ

のものにつきましては、現在、広報ですとかホームページとかで、いろいろと取り組

みで周知活動を行っています。それから、現在、市内で３Ｒといいまして、ごみの分

別アプリというのがあるんですけれども、これ登録していただきますと、きょうは何々

の収集日ですよとかいうアプリがありまして、スマートフォンで見られるようになっ

ています。その中にも若干書き込みをさせていただいております。特に忘年会・新年

会シーズンですので、宴会五箇条というものをつくって、今、周知をやっているとこ

ろです。 

 

会長    子どもの環境学習につきましては、今、小学校４年生から６年生を印西クリーンセ

ンターまで連れて行って環境学習を一生懸命やっておられる。一つの大きな柱として。

それからご指摘があったように、やはり水質の問題だとか、あるいは食品、フードバ

ンクの問題も含めて、これから新しい環境学習のあり方っていうのを追加していく必

要はあると思います。 

 時間の関係もございまして、次の報告事項を受けまして、最終トータルでもう一遍

ご質問の時間を設けたいと思います。 

     それでは、地球温暖化対策実行計画の進捗状況について、説明をお願いいたします。 

 

事務局   資料２、白井市地球温暖化対策実行計画に基づく平成27年度の温室効果ガス排出量

及び各種エネルギー使用量実績について地球温暖化対策実行計画は、平成２７年度を

初年度として、平成２９年度までの３カ年間を計画期間としており、計画における削

減目標は、白井市の事務事業による温室効果ガスの総排出量をＣＯ２換算で平成２５年

度を基準として、平成２９年度における総排出量を４％削減する目標となっています。 

      平成２７年度における、温室効果ガスの総排出量は、４０８万２，２８８㎏でした。

これは、基準年度に対して、３万７，４８０kg、率にして０．９％の削減となってお

ります。 

      エネルギー別の使用量及び排出量は、電気使用量が平成２５年度比２．２％増とな

る５３１万４，４１０キロワットアワーで、ＣＯ２排出量が２７９万６５㎏となりまし

た。これは、６月が記録的な高温となったことなどにより電力需要が増加したことが

原因と思われます。 

      ガソリンは、庁用車の燃料として使用されております。庁用車につきましては、随

時燃費性能のよい車両への切りかえが進んでおり、使用量も３万１，９６７リットル

から２万６，３２２リットルに削減できました。ガソリン消費によるＣＯ２排出量は、

６万３，８１４㎏となっております。 

      灯油は、主に小中学校の暖房や福祉センターの浴室給湯に使用されております。現

在、小中学校の大規模改修が行われ、暖房装置を都市ガスに転換している影響から、

灯油使用量は４万２，６５２リットルから、３万７，３２９リットルに削減できまし

た。灯油消費によるＣＯ２の排出量は、９万２，９４９㎏となっております。 

      軽油は、主に庁用バス及び庁用マイクロバスの燃料として使用されております。平
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成２７年度は、基準年度に対しわずかに増加しましたが、こちらは市の実施する各種

事業・研修会や小中学校の学習活動の状況により増減するもので、今後も事業実施課、

教育委員会及び各小中学校の協力によりまして効率的運用に努めてまいりたいと考え

ております。ＣＯ２排出量は、１万４１６キログラムとなっております。 

      Ａ重油は、小中学校の暖房ボイラーに使用されておりましたが、灯油使用量と同様

の理由により、現在は中学校１校で使用されているのみです。ただし、現状では施設

の改修予定はありませんので、しばらくは同等の使用量で推移すると思われます。 

なお、ＣＯ２排出量は、３万３，８７５㎏となっております。 

      ＬＰＧ、プロパンガスでございますが、主に総合運動場のシャワー施設や教育セン

ター室のほうで所管しております「ひだまり館」という施設がございまして、そちら

の調理室で使用されておりますので、活動の状況によりまして使用量が増減いたしま

す。 

なお、ひだまり館につきましては、従来未計上でありましたが、今回より使用量を

計上しており、全体でのＣＯ２排出量は、３０７㎏となっております。 

      都市ガスは、主に市役所庁舎等の空調設備に使用されております。都市ガスの使用

量は、基準年度の４８万１，２２１㎥より７，６８０㎥増加し、４８万８，９０１㎥、

ＣＯ２排出量は、１０９万２４８㎏となっております。これは、小中学校の大規模改修

に伴い、都市ガス使用施設が増加していることから、使用量が増加しているものです。 

      以上、温暖化対策実行計画の進捗状況についての説明を終わります。 

 

会長    ありがとうございました。 

      これも先ほどと同じように、過去の経過がこれだけでは、わかりにくい面もありま

すけれども、ご質問、ご意見等ございましたら。 

 

委員    エネルギーの有効利用に関してなんですけれども、市川市の梨園の枝とかは、今、

発電とかの何か白井に中間施設があるみたいなんだけれども、そこに大分持ってきて

いるみたいなんだけれども。白井は、そういう事業を推進したりしないんですか。 

 

会長    課長。 

 

事務局   こちらは、市内にバイオマスガス化発電所がございます。こちらのほうで未利用の

剪定枝だとか、バイオマス、これを有効活用しようということで、今入れていただい

ている状況です。 

 

委員    うまくいっているんですか。 

 

事務局   はい。入れていただいている農家さんと、そうではない農家さんがいらっしゃいま

すけれども、有効活用の一つとして、割合と順調に来ているなというふうには思って

おります。 
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委員    香取市では、小学校の暖房とかにチップでストーブか、そういうのを使っていたり

するんだけれども、近くの地域でそういうのをやっているんですけれども、白井では

そういった梨の剪定枝の膨大な量があったりするから、有効利用とかもう少し考えて

もらいたいです。 

      薪に関しては、二酸化炭素排出量は、プラマイゼロになるんだけれども。ただ、堆

肥にしろっていうんだけれども、堆肥にしても有害ガスがいっぱい出ちゃうから、も

のすごいクレームが来るんですよ。だから燃すでも何でも、やっぱりデメリットはい

ろんな形で出てくるから、どれがいいっていうのはなかなか。私も堆肥作ったりする

上で、難しいところではあるから。 

 

会長    白井におけるバイオマスの活用というのは、なかなかこれからの大きな課題だと思

いますし、今のところ太陽光エネルギーだけでは、非常に不足しておりますけれども。

今後の大きな課題だと思いますので、ぜひこれは積極的に市のほうとしても進めても

らいたいなというふうに感じます。 

      そのほかにご意見。 

 

委員    最後にちょっと言いたいのは、廃棄物の問題なんだけれども、白井で一番恥ずかし

い部分が、甘利さんの問題になった道路がストップしているところですよね。結局、

あれも見て見ぬふりしたから、あれだけ廃棄物が積み上がっちゃって放置されてきた

から、工事がストップした問題があったにもかかわらず、あそこに建物を建てちゃい

けないのに、あんなインチキ会社がぽつんと建って。それをなぜ行政が放置してしま

ったのか。そこら辺が私は不思議でしようがない。 

      だから、幾らこういうことをやっても、行政が見て見ぬって形をとってしまったら

何にもならないなと思って。だから、廃棄物でも何でもよく不法業者が捨てたりして、

連絡してもなかなか行政が、その場で取り押さえなくちゃいけないような状況なのに、

時間がかかるから、もうすぐ逃げちゃうんですよ。でも一般の人たちは、やばい奴ら

がかかわっているから、なかなか通報したりできない状況で。だからそういうのも、

やっぱりいろんなところが警察と連動してたりして、すぐ対処するようにしていった

ら。だから、あのインチキ会社だって、やばい奴らがいっぱいかかわってるっていう

のはわかるけれども、そこら辺うまく。あんな建てちゃいけないところに、平気で堂々

と建ててやるような行政だと、どんなあれしても全く無駄だから。そこら辺をちょっ

と姿勢をきちっと警察と連動したりして、すぐ対処とらないと。そういうところです。 

 

事務局   今、○○委員ご指摘の件は、ちょっといろいろ複雑な問題がございますので、ここ

でどうのこうのということは控えますけれども。 

      ごみの不法投棄の関係、こちらにつきましては、現在、市のほうでも定期的に夜間

のパトロールを実施しております。また、通報いただくこともあります。その場合は、

実は産業廃棄物というのが、県の所管になっておりまして、県と連携を図りながら不
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法行為をやっている人たちを取り押さえて改善させるとか、そういうようなことをや

っていますが、なかなか有効な形で止めることが難しい状況がございます。 

      あと、一般の方にも実はご協力いただいておりまして、市のほうで環境指導員とい

う方を委嘱しておりまして、こちらは日々のごみの出し方ですとか、集積場をご確認

いただいて、分別の仕方が悪いから、こうしたらもっと資源に回ってごみが減るよと

か、そういうことを指導していただくという方をお願いしています。その方たちに、

今、九十何人いたか、お願いしていまして、普段皆さんまちを歩いたりそういうとこ

ろで、あそこにこういう危ないのがあるとかがあった場合に、こちらのほうにご連絡

をいただいて、すぐに確認に行くといったような体制をとっています。 

 

委員    だから、迅速な対応をとってもらわないと、不法投棄とか絶対に押さえられないん

だから。 

      とにかく、さっきの甘利さんのインチキ会社の問題じゃないけれども、政治家たる

もの政務調査費もらっているんだから、市内の中のこと調査するのも、あのニュース

出たときには、知り合いから白井は何だ、放置してたのかって、あのとき言われまし

たので。恥ずかしい思いいたしましたので、そこら辺をきちっととっていただかない

と。だから俺は、政務調査費返上させてね、ちゃんと市の調査員とか、白井は違法建

築とか余りにも多すぎるから、そういうのをチェックさせたらどうかと。 

 

会長    ○○委員 

 

委員    環境となると、すごく広いんですよね。その広い中で我々として今、何ができるの

かっていうのを一つずつ埋めていかないと、非常に難しい状況なんじゃないのかなと

思っています。このＣＯ２発生に関しても、商業、工業、農業全てに携わっている方、

あとは一般の皆さん、我々も家庭ごみなんか出すわけですから、いかにそれを減らし

ていくか、燃やすごみを減らしていくかによってすごく大きな課題なわけですよね。 

      その違反問題とかになっちゃうと、また全然別問題になっていってしまうので、我々

として、今何ができるかっていうのをしっかり見つめていかないと、この白井市の将

来展望的なものも全然違ってきちゃうんじゃないのかなというふうに考えています。

だから、どの世界、どの業種とか、農業さん全部そうなんですよね。関わってくるこ

となんで、いかにその辺をこの委員会の中で上手にまとめていって、前に進めていけ

るように持っていければいいのかなというふうに思うんですけれども。その数値的な

ところは、専門家の方もおられますので、きちっとその辺のところも参考にさせてい

ただいて、進めさせていただけたらなというふうに思っているんですけれども、ぜひ

よろしくお願いしたいと思います。 

 

会長    非常に積極的なご意見ありました。そのほか。 

      ちょっと私のほうから一言お願いしたいんですけれども、今のこの温暖化に対する

数値いただいたんですけれども、これは今ご説明ありましたように、事務事業の値の
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数字なので、あくまで白井市がやっておられる事業に対しての数字であって、我々民

間人がやっているような内容ではないわけですよね。国のほうの方針としましても、

事務事業に対しては地方自治体が全部やらなきゃいかんという義務がありますし。 

      それから、事務事業以外にやらないかんというのは何かと申しますと、地域におけ

ます温暖化対策。これ民間のほうです。これも国のほうの方針でも全部やれという義

務化はないわけです。ある意味では、義務に近い面でやらないかんわけで、例えば千

葉県では５５の行政団体がありますけれども、そのうちの１４ぐらいしか地方自治体

での民間における排出計画はやってないわけですね。だから、白井市のほうでもまだ

やってないんで、ぜひ白井市の数値を完全に把握し、それをよくするために、私は、

白井市におけます民間の計画、特に地域施策編をぜひこれから手がけていくべきじゃ

ないかなというふうに思います。 

      そういう意味で、それをやることによって、白井市全体のＣО２削減計画ができるん

じゃなかろうかと思いますし、たまたま２９年が最終目標でございますので、やはり

その次の段階においては、パリ協定にもありますように、ＣО２のこれからの増加量は

１．５に抑えようという方向のためには、白井市としましても、民間のやつを放って

おいたらできないと思いますので、やはり民間の方々の意識を改善するためにも、あ

るいはそういう意味で専門家の方々のご意見をいただいて、新しい数値目標を設定し

た上で進めていくべきじゃないかなというふうに思いますので、ぜひその辺ご検討し

ていただけたらありがたいなというのが一つと。 

      もう一つ、先ほどからいろいろご質問出ておりますけれども、この全体のトータル

の最後の数値については非常にいいわけですけれども、途中計画がちょっとわからな

いというご質問が出ましたので、ぜひ白井の環境という白書を、あれをお持ちでない

方が多いと思いますので、それを見ますと米価もありますし、あるいは中身について、

もっといいものも書いてございますので、ぜひ参考までに差し上げたらどうかなとい

うように思うんですけれども、その辺はいかがでございましょう。 

      温暖化計画については、市民の代表については、今の環境課の人員では非常に大変

な人員だと思いますので、なかなかそのロードマップを作ればいいと思うけれども、

なかなかできないと思うんです。ぜひこの基本的な考え方をお聞かせ願いたいなとい

うふうに私は思います。 

部長。 

 

事務局   今日は、まだ終わりではないんですけれども、貴重なご意見いただきましてありが

とうございます。 

      今回、環境基本計画というような形で、中間目標をご説明させていただきました。

特にごみ減量というところを班をつくりまして、中心的に。まず一つは、ごみを減ら

しましょうということで、ごみの減量化・資源化の基本方針を作りまして、三つ重点

的に挙げているんですけれども、一つは水切り、一つは資源物の分別、それからもう

一つは、マイバッグ・マイボトルというようなところを、市が中心になって啓発をし

ていきましょうと。その中で、課長のほうからありましたけれども、３Ｒのアプリ。
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今は何て言うんですか、私が一番苦手な部分なんですけれども、すぐスマートフォン

見たらわかるような分別の仕方を。分かるようなやつでどんどん変えていくというの

が一つ。 

      それから、ごみ以外でも、今、会長からもございましたＣＯ２。市の取り組みってい

うところで中心的なお話をさせていただきますけれども、全体を捉えた中で、やはり

民間の、事業者の方のご協力もなければいけないんでしょうというようなところは、

一つ今後の検討課題というようなところで、検討させていただきたいなと思っており

ます。 

      それから、今日資料のほう、非常に説明も雑駁というか短い中で、なかなかうまく

説明できてない部分もあったのかなと思います。その中で、やはり過去からの経過等

もお知らせした上で、ご意見をいただくということが大事なのかなというところでご

ざいますので、その辺は、資料の作成については、今後よりよく作っていきたいなと

思いますので、貴重なご意見をいただいたということは、非常にありがたいというふ

うに思っております。 

 

会長    そのほか何かご意見。 

      はい、どうぞ。 

 

委員    今、会長から民間、特に事業者の協力が大切じゃないかというお話、もっともだと

思います。我々白井工業団地も大分前、原発事故の前でしょうかね、全体的な電気事

業の使用量をアンケート形式でとったことがありました。そういう中で、エコ工業団

地づくりということで、何か取り組んでいこうということで、白井市とも協力しなが

ら今も続けてはいるんですけれどもね。なかなか各事業者を集計した形での数値をつ

かんで減らしてきているということは、掴めていません。 

      前も、どの委員会だったか、東京電力が白井市全体の電気使用量みたいなものを公

表してくれないかって話があったとき、なかなかそれはできないという話がありまし

たよね。ですから、一番電気に換算すると、電気なんかは分かりやすいもので、減ら

していきやすいのかなと思うんですが。 

      あと、関連的にはＩＳＯなんかも、工業団地としてはできるだけ進めていこう、あ

るいは市の助成もあるのにやっていこうということなんですが、残念ながら先ほどの

数値でも余り伸びていない。これは、我々工業団地、あるいは事業側としては、努力

をしていこうということは市もバックアップしてくれているって我々も知っているん

ですが、なかなかその結果として、白井市全体としての需要、あるいは民間という数

値をつかめるすべが余りないんですよね。 

      だから、その辺のところを何か見えるようにしていかないと、データなくして改善

なしって、もう基本的なものなんですけれども、そこのとことか、できることとでき

ないことを切り分けていくことがなかなか難しいので。こういう委員会に参加しまし

たので、何かそういうものを工業団地に持ち帰って、できるものを皆さんの前にも、

我々がこうやっているよということをお示しできればなと思っております。２年あり
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ますので、きょういろいろ見せてもらったのを参考にして、取り組んではいこうと思

っています。 

会長    どうもありがとうございました。 

      そのほか、何かご意見。 

      ○○さんどうぞ。 

 

委員    資料２のほうのＣＯ２の排出量。電気が突出していますよね。それに対して文章の一

番最後に、より効果的な節電対策及び再生エネルギーの更なる活用についても検討し

てまいりますって書いてあるんですけれども、どのようなことを考えていらっしゃる

んでしょうか。 

 

事務局   実際問題として、お聞きになりたい点というのは、実際に目標がちゃんとクリアで

きるのかっていう部分になると思うんですが、電気使用量が非常に増加しているって

いうこと、現状の節電対策では、実際問題として大変難しい状況になっているという

ことは、十分担当者として承知しております。 

      ただ、具体的な打開策というのは、これだけ電気に頼った状況、パソコンにしまし

ても、職員１人に１台ないと仕事にならないような状況になっておりまして、電気使

用量はどうしても伸びていってしまっているというところもありまして、現状では、

本当にこまめにスイッチ切ったりとかっていう、本当に小手先になってしまうんです

けれども、そういう節電対策ですね。そういうのを徹底しつつ、何か具体的な打開策

を考えていかなきゃいけないのかなというところではあるんですけれども、いかんせ

んちょっと具体策のめどというものは、まだついていないのが実情です。 

      新規に建設されます庁舎にも１０キロワットほどの太陽光パネル設置しております

が、この１０キロワットは一般家庭では非常に大きく感じるかもしれませんが、１０

キロワット程度では、実際は、土日の待機電力でも使い切ってしまうような、そのよ

うな電気の使用量になっておりますので、その辺検討させていただきます。 

 

会長    ○○委員のご意見は。 

 

委員    言えることは、こまめに電気を消すような話ではなくて、例えば新しい建設物って

いうのは、まだ４０年、５０年持つかもしれないわけですよね。だからそういったと

ころで省エネ型のものをちゃんとつくられるように、今、ゼロエネルギービルディン

グとか、ゼロエネルギーハウジングとか、特にハウスのほうはもう技術的にあるわけ

ですから、そういったものがちゃんと導入できるような。 

      来年の４月からは、ビルについての省エネ基準が適用されますよね。２，０００平

米以上の床面積のものは、必ず省エネ型にならなきゃいけない。そういった中で、こ

の建てられている庁舎が本当に省エネ型なのかなっていうのは気になって、聞こうか

なと思っていたんですけれども、１０キロワットの太陽光乗せて、それで頑張ってま

すっていうのは、やっぱり今おっしゃったように、とてもとてもレベルとしては低く
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て、まずは省エネなんですね。 

      大成建設がやられているので、大成建設は３階建てのゼロビル実証実験やっていま

すから、７５％省エネできています。残りの１５％を太陽光でやっていくと。そのぐ

らいの最新鋭のことができる技術を持っているところにお願いしているのに、そうい

うことを新しい市庁舎でどのぐらい導入しているのかっていうのは、かなり今のご発

言で気になりました。 

      率先して市がやって、他のところもちゃんとやっていきましょうと。こまめに電気

を消すような話じゃないんですよ。極限まで省エネをして、残りの部分を再エネで補

うというのが、これからのまちづくりなので、まちづくりの中でちゃんと、例えば熱

の融通とかもやっていかないといけなくて、遠く離れたところから電気を持ってくる

というのは無駄なので、まずはガスコージェネ。それを入れてその熱の融通をすると。 

      隣の鎌ケ谷は、新鎌の駅のところでスマートエネルギー実証実験事業を経産省から

とって、私委員やっていますけれども、病院と市庁舎とイオンとつないで、その熱の

融通やりますという計画やっているわけですね。だから、そういった近隣のところに

負けないように、ちゃんと進めていただければと思います。 

 

会長    ありがとうございます。 

○○委員、何かご意見。 

 

委員    温暖化の話ではないんですが、資料１の６の光化学オキシダントの件がございます

が、これに関しては何か施策としては具体的にはどういった形で、この目標達成に向

けてどういうことをされているんですか。そこはなかなか難しいと思うんですけれど

も。 

 

会長    じゃあ、ノックスの関係ですね。 

 

委員    そうですね。 

 

事務局   ただいまの件なんですけれども、実は市で何かやっているかということは、特にな

い状況でございます。県のほうから、市のほうに伝達が来て、こういう状況が出てい

るということで警告を出したりとか、そういうことの周知をやっている状況なんです。

ですから、もう少し市として何か取り組めるものがあれば、研究しながらやっていけ

るような形で考えていきたいと思いますけれども、現実的にはちょっと難しい。 

 

委員    そうでしょうね。 

 

事務局   はい。 

 

委員    指標に入れると、なかなかこれ難しいかなという、やることが。市としてできるこ
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とって、多分なかなかないかなと。 

 

事務局   はい。 

 

委員    ただ、やれるとすれば、例えば水とか、それからハイドロカーボンですね。その排

出量等を把握をしていくというようなことが、白井でこれだけそれに貢献しているか

ってことですね。そのようなことをやるぐらいかなと思いますが、ただ、先ほど見え

る化ってお話がございましたので、その辺のところをやられていくと、いい方向へ行

くかなというふうに思います。 

 

事務局   ありがとうございます。 

 

会長    時間も過ぎたんですけれども、事務局のほうから最期、何かご連絡事項なり、今後

の予定なり。 

 

事務局   先ほど、会長からご提案がありました環境白書の関係ですけれども、これ委員の皆

さんにというお話ございましたので。この議事録を作成したときに皆様に確認でお渡

ししますので、そのときに合わせて皆様方にお配りできるように検討したいと思いま

す。 

 

会長    お願いいたします。 

      何かあれば。 

 

事務局   特にありません。 

 

会長    それでは、特にご意見もございませんので、これで第１回の環境審議会は終わりま

す。ありがとうございました 

 

   

 

 


